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伊那市 は、ここ数年来急速な開発に ともない中央高速 自動車道路、西部開発等の土地

開発事業がめ ざましく行 なわれ、丘陵や 自然景観が次々 と消滅 してい く状態 であ ります。

この ような開発の流れは、時代の要請 であ り経済社会の発展や郷土住民の生活向上 の

ためには仕方のない面 も含んでいますが、この反面、永 い間、郷土の人々が育 て、かつ

暖か くは ぐくんで きた多ヽ くの文化遺産 を破壊す る結果 を導 いてお り、矛盾す る開発 と文

化財保護の 問題は早急に解決すべ き問題の一つであります。

上島遺跡は、昭和 48年度西部開発事業計画に該 当 してお り、発掘調査は昭和48年 12月

に実施 され ました。その結果は報告書に述べ られているように、組文前期 の 時代か ら平

安 時代 に至 る住居址 4基 と、竪穴 と称す る遺構 5基が検出され、伊那市の歴史に明るい

一 頁 を提供 していただ きました。

発掘調査 に際 しては、深いご理解 をいただいた南信土地改良事務所職員一 同、酷寒の

中で直接調査に精進下 さった団長友野良一氏、調査員各位、作業員の皆様 、 この調査 の

ために御協 力いただいた第九工 区委員長、並 びに委員の各位 に対 し、深甚 な謝意 を表す

る次第であ ります。

日召不日491「 3月 20日

伊那市教育委員会教育長

松   沢   一 美



夕」凡

1。 今回の発掘調査は西部開発に伴な う、県営畑地帯総合土地改良事業で、第 1

次緊急発掘調査にもとづ く報告書 とす る。

2。 この調査は、県営畑地帯総合土地改良事業に伴な う緊急発掘で、事業は長

野県南信土地改良事務所の委託により、伊那市教育委員会が実施 した。

3.本調査 は、昭和48年度中に業務 を終了する義務があるため、報告書は図版

を主体 とし、文章記述 もできるだけ簡略にし、資料の再検討は、後 日の機会

にゆずることにした。

4。 本文執筆者は、次の とお りである。担当した項 目の末尾に氏名 を記 した。

友 野 良 一   小 池 政 美   根 津 清 志

御子柴 泰 正    辰 野 伝 衛     福 沢 幸 一

図版作製者

。遺構および地形

小 池 政 美   友 野 良 一

。土器拓影および実測図

小 池 政 美   友 野 良 一

0石器実測図

根 津 清 志

写真撮影

。発掘および遺構

小 池 政 美   友 野 良 二

5。 本報告書の編集は主 として、伊那市教育委員会があたった。
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第 I章 環

第 1節 位

上島遺跡は、長野県伊那市西春近上島1380の 2番地に所在 している。伊那市街 より遺跡 までに至 る道順

は次の通 りである。まず飯田線伊那市駅 で降 り、国道 153号線 を駒 ヶ根方面へ向って約 l km程南下すると

小黒川に至 る。小黒川を渡 り切 った地点で右折 して段丘 を登 りつめた平坦 面が遺跡である。 (小池政美 )

置

遺跡 の名称

(1)城平上 け)城平  0)常輪寺址

“

)宮 林 (5)山 の根 (6)山 本 (7)常

輪寺下 (8)上 村  (9)北 条  00上島

下  ll ll上 島 l121東方 B l131東 方 A

l141村 岡北  l151村岡南  00大 境  l171

中原  (181百 卵 J (!91西垣外  1201糸田

ケ谷 A Oつ 細 ヶ谷 B ②′j｀ 出城

20宮 ノ原  0り浜射 場 OD中 村  00

中村東  0つ山寺垣 外  OD白 沢原

29名 廻  00名廻 西古墳  00名 廻東

古墳  00名廻南  00児 塚  00鎮護

塚 西古墳  OD鎮護 塚東古墳  00カ

ンバ垣外  0つ丸 山 00南小 出南原

OD薬 師堂  00唐木原  1411唐 木古墳

00北」■B 00Jヒ丘 A 00Jヒ丘 C

←D南丘 B 00南丘 A ←つ南丘 C

10眼田原  ←9LL Oオ中 60_上の塚

60沢渡南原  00下 小 出原  00天伯

原  64層嚇寸  150東 田  1561天 イ白  15つ

下小 出原  00井の 久保  09表木原

00山 ノ下  1611菖蒲 沢 GD富 士 山下

00富 士塚  00広垣外 1 0,広 垣外

2 00鳥井 田 Gの高遠道  00西春

近南小学校 附近  60安岡城  00城

σ)駆要  171)布宥1た   1721禾 日長F  1731」LttF肩コ

174層 入 rコ   1751寺 村   1761¬ Ftt  1771¬F

牧経塚

Ｎ
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第 1図 位 置及び遺跡分布図



第 2節  地 形 ・ 地 質

伊那谷全般に共通す る地形は西に木曽山脈、東に赤石 山脈、 (そ の前山である伊那 山脈 )と にはさまれ

た南北に細長い盆地状地形 を呈 している。中央部の最 も低い部分には水源 を諏訪湖に発 した天竜川が流れ

いわゆる、縦谷状地形 を成 している。さらに天竜川の両岸に数 多 くの小河川があ り、それ らによって形成

された大小様々の扇状地、河岸段丘、漢谷が展開 している。

伊那市近郊では小沢川、三峰川、小黒川、あるいはその他数 多 くの支流によって扇状地や河岸段丘がつ

くられている。段丘は竜西では 5段、竜東では 8段 を成 している。

本遺跡は申央部に天竜川、東 より三峰川 (赤石 山脈に源 を発する)、 西 より小黒川 (木 曽山脈に源 を発

する)の三河川が接する地点に位置 し、段丘 自体 も/」 黒ヽり||に よるもの と、天竜りll、 三峰り:|に よるもの とが

L字状に発達 している。

遺跡の基盤は小黒川に勢力があった とみえて大部分が木曽山脈の花同岩であ り、その上 に洪積世期に形

成された乗鞍火山灰土が覆っている。lと ころどころには、山麓 より流れ出 した清水が小河川をつ くり、さ

らに比高 2m前後の小段丘が発達 している。段丘崖のいたるところに湧水がみ られ、春先 ともなれば芹が

育ち、美しい景観 を呈 している。

遺物は大部分が褐色土層、あるいは漸移層に近い層 より出土 している。

第 3節 周 辺 遺 跡 との 関連

(小池政美 )

上島遺跡は出土遺物か らして、縄文前期時代の大集落が所在するという概念 を強 く持 ち続けていました

今回の発掘は調査地区が限 られた範囲であった為 に集落論 を展開するところにはいたらなかったが、それ

でも糸電文前期時代の住居址 を 2基 発見できたのは大 きな成果 と思われる。

上島遺跡 を含めた周辺遺跡の内容は次の通 りである。 (第 1図参照 )

周 辺 遺 跡 一 覧 表

(2269)

第 1表

―- 2 -
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第 Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節  発 掘 調 査 に至 る まで

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業 )は 、伊那市、南箕輪村、箕輪町の三市町村竜西地区を区

画整理 して、大規模農業に転換 させ ることを主眼に置いた事業であ り、国県の補助金の もとに実施 される

予定である。 この計画は10年程前か ら設計 され、本工事は一昨年 よ り実施 された。

前述 した如 く大規模 な土地造成事業による為に、数 多くの埋蔵文化財が破壊寸前に直面 していた。そこ

で長野県教育委員会は中央道路線内にかかる埋蔵文化財の分布調査 とともに西部開発事業にかかる埋蔵文

化財の分布調査 をも実施 し、現状保存を望むが、やむえない場合には緊急発掘調査 を行なって記録保存 をす

るように市町村教育委員会へ指導 をした。

上島遺跡緊急発掘調査に至 るまでの経過 を簡略に記 してみよう。

昭和48年 7月 6日  長野県教育委員会指導主事桐原健、南信土地改良事務所橋詰主任、工事委員長酒井岩

夫議員、伊那市教育委員会浦野課長、小池の四者で、現地協議 を行ない、予算額 を算出す る。当時点では

上島遺跡は道路拡幅だけであるか らして、遺跡破壊は少ないのではないか とい う申し出が橋詰主任 より提

言された。

昭和48年 7月 9日  県教育委員会 より発掘調査予算書 と発掘調査計画案が市教育委員会へ届 く。

昭和48年 9月 19日  市教育委員会の保坂、小池が南信土地改良事務所へ行 き、その後の進展状況を尋ねる

それによると設計変更がなされ、計画書 を再検討 して もらいたいと申し出があった。

昭和48年 9月 20日  依頼 を受けた計画書 を再検討 し、南信土地改良事務所へ提出する。

昭和48年 9月  日 南信土地改良事務所長 より、契約締結の通知がある。

昭和48年 10月 23日  発掘調査団 と教育委員会事務局一同で、上島遺跡発掘調査についての打合せ会 を開催

する。

昭和48年 11月 26日  伊那市長 と南信土地改良事務所長 との間で 400,000円 の契約 を緒結す る。

昭和48年 11月 28日  教育委員会の小池が第 9工区委員長赤羽茂則氏宅に伺い、今後の工事に支障のないよ

うに打合せ を行 ない、承諾書 をいただ く。

上 島遺 跡発掘調査会

〔調査 委員会 〕

委 員 長  松 沢 一 美

副 委 員 長  福  沢 総一郎

委   員  坂 井  喜  夫

〃   向 山 雅 重

〃    木 下   衛

〃     岡 田 謙  一

伊那 市教育委員会教育長

伊那市文化財審議委員会委員 長

伊那 市教育委員長

長野県文化財専 門委員

上伊那教育会会長

南信土地 改良事務 所長

―- 4 -―



委    員  辰 野 伝

調査事務 局  浦 野  孝

〃    保 坂  九

〃       /1ヽ  池  政

〔発掘調査団〕

団   長  友 野 良

調 査 員  根 津 清

〃    御子柴 泰

〃    辰 野 伝

〃       /1ヽ   測ュ 政

〃    福 沢 幸

第 2節 調 査 日

伊那市文 fヒ 財 審議委 員

伊 那市教育委 員会社会教育課長

〃      課長補佐

〃      書 記

日本考 占学 ll」 会 会員

長野 県考古学会 会員

伊那 |に 文化財審議委 員

長野 県考古学会会員

衛

之

市

美

正

衛

美

一　
　
豊”

昭和48年 12月 1日  発掘現場へ市の トラックにて器材運搬 を実施する。

昭和48年 12月 3日  発掘現場ヘブル トーザー を入れ、終了次第ただちにグリッ トを設定する。 グリット

`ま

全体 をA地区 とB地区に分け、 A地区は束か ら西にかけて A～ U、 南か ら北にかけて 1～ 15、  B地 区は

同方法で A～ L、 1～ 20と 決める。午後 よりB地区を振 り出 しとして発掘調査 を開始する。 グリッ トを数

ヵ所掘 り下げてみると褐色土層中より組文前期土器片が 多数出土 し、明 日への望みが有効 となった。

昭和48年 12月 4日  天候不順、特に風雨が強 く作業中止 とする。

昭和48年 12月 5日  本 日より事実_L本格的な発掘調査 を開始する。 BAl等 数 ヵ所 を掘 り下げてみると

以前水田耕作 をしたとみえて地場の層が10Cm位あ り、それを掘 り下げるのに骨折 りであった。 BA7の 北

半に黒土の落ち込みが認め られ、これを第 1号住居l■ とする。本 日もかな りの量の縄文前期土器片が出土

し、明 日は是非 とも住居址 を検出 しようと一同おおいに胸がワクワク。

昭和48年 12月 6日  昨 日検出された第 1号住居 l■ のプラン確認 と、 BBl、 BCl附 近の グリット拡張

に主眼を置き、調査 を進行 させ る。その結果、第 1号住居址は西壁中央部にカマ ドを有する住居址 とキ」明

し、一同の念願であった細文前期住居址への夢は うたかたの如 く消え去っていった。 グリット拡張は附近

数 ヵ所 を拡げてみると、あいかわらず遺物出土量は

多く、いずれ も縄文前期土器片であ り、出土層位は

褐色土層 とローム層の接点近 くである。 BC2に 円

形状の黒土の落ち込みが検出され、これを第 1号竪

穴 とする。

昭和48年 12月 7日  第 1号住居l■ のIFLり 下げを行

なう。遺物は多く、床面 _Lよ り須恵器の蓋、カマ ド

の袖石近 くより鳥帽子形の甕が出上 した。第 1号竪

穴のプランを確認する。 B B17に 黒土の落ち込みを

検出し、これを第 2号住居址 とする。

- 5 -
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日召禾口48年 12月 8日  本 日は快 日青であ る ととも
`こ

12月 上 有Jと しては珍 し く温暖 な一 日であった。 作業 も順

調 、敏速 に行 なわれ た。 第 1号住居 itの カマ ドの精査 と柱穴検 出に ウエ イ トを置 いて調査 を進め る。

第 1号竪 穴の掘 り下 げ を行 な う。覆土 中 よ りか な りの量の細文前期土器 片が 多数 出土 した。第 2号住居址

のプラン確 認 に専念 し、その実体 を調査 しよ うと努 め る。作業 中途 で縄文前期土器 片が 多数 出土 し、我 々

が捜 し求め ていた住居 l■ へ の望 みが濃厚 となって きた。 B D18、 B F18に それ ぞれ落 ち込み を認め 、前者

を第 2号竪 穴、後者 を第 3号竪 穴 と命名 し、掘 り下 げ る。 BE5～ BE6に 落 ち込みが確 認 で き、第 3号

住居 l■Lと す る。教育委員会か ら浦野課長 、保坂課長補佐 、三 沢係長三氏が応援 に来 て くれたので、 B地区

全11に わた って調査が で きた。北イ員りか ら西イ員」にかけては水 田造成の時 に破壊 され た とみ えて遺物 は何 も検

出で きなか った。

昭和 48年 12月 10日  昨 日確 認 された第 3号住居 tLの プ ラン検 出に全 力 を傾 け 、附近 の グ リッ ト拡 張 と住

[彬負保董lT量脅[i[1」曇][墨 ■■■|■||■■|■■■|■|
穴 とす る。

昭禾口48年 12月 11日  第 2号 、 第 3号住

居址 、第 4号竪 穴の掘 り下 げ を行 ない

清掃並 びに、写真撮影 を終 える。午後 よ

りA地区ヘ ヌ、る。 AH4よ り,天禾由陶器 片

が 多数 出土 し、慎重 に精査 を重ねた結果

附近 は黒土の充満 した落 ち込みがあ り、

第 5号竪 穴 とす る。

昭和 48年 12月 12日  第 5号竪 穴の掘 り

下 げ を行 ない、写真撮影 を済 ませ る。更

にク¬リット掘 りを西へ、と延長 してい くとAP5に 落ち込み を発見 し、 第 4号住居 ll上 とする。 日本呈カラ恒分て

ない為に、全力を注 ぎこんで掘 り下げを開始する。

昭和48年 12月 13日  第 4号住居l■ を完掘 し、写真撮影 を終える。本 日をもって発掘調査 を終える。

昭和48年 12月 14日  第 1号竪穴か ら第 5号竪穴までの実測。

昭和48年 12月 15日  第 1号住居址 と第 2号住居址の実測。

昭和48年 12月 17日  第 1号住居址 と第 2号住居JLの 実測。

昭和48年 12月 18日  第 4号住居址の実測。

昭和48年 12月 20日  第 1号住居址 と第 4号住居址の実測。

日召禾口48年 12月 21日  ヵマ ドの カッティング。

昭和48年 12月 22日  全測図の作製。

昭和48年 12月 23日  全測図の作製 と器材の後かたづけ。

(作業員名簿〕宮下照祝、橋八 日出子、池上勲、平沢公夫、平沢一雄、平沢友子、

坪木一雄、有賀美咲、小林厳、米山通夫、湯沢 うめ子、武田久雄、酒井富江、

坪木節夫、赤羽幸寿  (順 不同 )

(小池政 美 )

赤羽留吉 、北原―喜 、

唐木淳 、有 賀国雄 、

発掘風景(B地区 )

―-6 -



第Ⅲ章 遺

図版 2)

構

第 1節 住  居 址

第 1号住 居 l■ (第 4～ 5図 、

調査地 の 中央東縁 よ り検

出 された遺構 であ る。黒色

土層 よ り褐 色土 まで掘 り込

んだ隅丸方 形の竪 穴住 居址

で、その規模 は南北 4単 、

東西 5mで ある。壁は垂 直

に近 い角度 で良好 、東 が高

く45Cmを 有 する。床面 は僅

か に西 よ り東へ傾 いて い る

堅 く叩いた個所 が残存 し、

焼土が 中央 と東南 の一部 に

検 出 された。

柱 穴 は1争間隔に 4ラヽメうり、

直径 40Cm前後 であ ま り深 く

ない。 カマ ドは西 壁の中央

に位 置 し、石組米占土 カマ ド

であ り、形 状 は方 形にて 1

m× lmで あ る。前方 に凹

状 の灰溜 りが あ り、か な り

の量 の炭化 物 と灰 が残 って

いる。遺物 は覆土 よ り土 師

器 の甕 、杯 、須 恵器の杯 等

の破 片が まば らに出土 した

床面 よ りは 中央焼土附近 よ

り L師器 の杯 と、 ほぼ完型

に近 い甕 と、須 恵器 の蓋 が

出土 した。灰釉 陶器 は 1片

も出土せ ず 、本址 は奈良時

代 に位 置づ けで きる と思 わ

第 3図 遺構配置 図 (|:500)
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れ る。 (根津清志 )
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第 2号住居址 (第 6図、図版 3)

本 l■Lは 遺跡地 の最北端 に発見 され た ものであ り、地表下約 40Cmと 割合 に残 い面 に存 した に もかかわ らず

保 存状態 は良好 であった。砂礫 混合 の ローム層 を掘 り込み 、南北約 4m50Cm、 東西約 4m9ocmに 及び 、や

や東西 に長 い平 面 円形 を呈す る竪 穴住 居址 であ る。壁 は全 周 し、壁高 は西 30cm、 東 10Cm程 で、傾 斜度 は垂

直 に近 く、床面 に切 り込 まれてい る。主柱 穴 とおぼ しきものは Pl、 P3ヽ P7であ り、正三角 形状 の配列 をな

してい る と

思 われ る。

床面 はほ

ぼ水平 であ

り全面 にわ

たって良 く

踏 み固め ら

れてい る。

尚床面 の各

所 に散 舌Lし

ている石 は

大部分 花 同

岩 で本址 と

は直接 関係

が ない と′思

われ る。

炉址 は中

央 よ りやや

北寄 りに位

置 し、床面

をわずか に

掘 り込 んで

設定 されて

お り、形状

は東西 75Cm、

肩可Jヒ 50Cm型呈 第 4図  第 1号 住 居 址 実 測 図

の平面長楕円形であ り。炉縁石 とおぼ しき拳大程の 自然石が中心部 よりほぼ北、東、南に 15Cm離れて 6個

が配列 されてお り、それ らはいずれ も火を受けて赤 く焼けていた。断面は幾分す りばち状 を呈 し、その中

に朱色の強い赤褐色の焼土 と黒味の強い木炭が鮮明に検出された。炉縁石のレベルは一定 ではな くて、ば

らば らであった。本l■ は諸磯の古い時期に位置づけできると思われる。

―

Jm

- 8 -
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第 3号住居址 (第 6図 、図版 3)

砂礫混合 のローム層 を掘 り込んだ竪穴住居 l■ で、

を呈す。壁高は10～ 25Cmを 測 り、状態は細 7礫 を多く

ている。東イ則の一帯に壁 らしきもの力漸雀認できたが

あるいはテラス状の ものであると思われた。

柱 穴 は 5本検 出 され 、いずれ

も直径 が20～ 30cm、 彰程さは ,夫か

った。酉己列 は 3本は住居 l■L内 に、

あ との 2本は住居址 外に存在 し

てお り、上 屋構 造上興 味深 い点

が指摘 で きる と思 われ る。

炉址 は住居址 の ほぼ 中央部 に

位置 し、床 面 を数 Cm掘 り込 んで

つ くられ 、形状 は南北 60cm、 東

西 60cm程 の菱形状 を呈 してい る。

それ らに取 り囲 まれ るよ うに し

て、長楕 円形状 の落 ち込 みが あ

り、なか に細礫 が ぎっ し りとつ

まって いた。細礫 は若千焼けて

お り、表面 に炭化物 も附着 して

いた。本址 は繊 維 を含む縄文 土

器片が大部分 を占めてお り、お そ ら

大 きさは南北 4m30Cm、 東西 4 m loc所 呈の FEl形 プ ラ ン

含む。床 面 は全般 的 に水平 であ り、軟弱 な状 態 を呈 し

、調査 を進 めてみた結果 、 これ は住居址 に伴 な う段状

D

ノ
i粘土層

2焼土

3混合土層 (焼土 と黄褐色土)

4黄褐色土層    ピ

第 5図  第 1号住 居址 カマ ド実測図

く関東 の黒浜式 に並行 す る と思 われ る。       (辰 野伝衛 )

第 4号住 居址 (第 7～ 8図、図版 2)

表土面 よ り40cm程下 った褐 色土層 を掘 り込み構築 された竪穴住居址 であ る。平面形 は隅 丸方 形 を呈 し、

規模 は南 Jヒ 4m50Cm、 東西 3m9ocmで あ る。壁 は全 周 し、概 して40cm前後 を測 り、内傾 気味 で ある。

床面 は ロー ム層 それ 自体 に タタキ状 に構築 され、硬 度は カマ ド周辺 は極 めて硬 いが 、他 は軟 弱 であ る。

東壁近 くに いた っては桑 に よる攪舌しの為 に破壊 され ている。

柱 穴 は各 コー ナーに四本 あった と思 われ るが 、東壁 にそった二本 は攪 舌Lぎ み であ って、は っ き りと掌握

で きなか った。南壁 にそった二本 は中に拳 大か ら人頭大程 の石 を規 貝」正 し く配 してあった。

カマ ドは西壁 南寄 りの位置 に壁 に密着 し、南北 l m 25Cm、 東西 60cm程 の規模 を持つ石組 カマ ドであ る。

構築方法 は外イ員」に花同岩や変成岩 の 自然石 を平坦 面 を内イ員1に 向けて直立 させ て組み 、なか には頑強 にす る

為 に床面へ 10数 Cm位 くい こませ てあ った。焚 口附近 の石や 天丼石 と思 われ る ものは全面 にわた って赤 く焼

けてお り、亀裂 が混入 していた。焚 口直下 の石 は薪 を置 くのに利用 したのであろ う。

遺物 は土 師器 の杯 、内黒 の杯 、須恵器 の杯 、灰釉 陶器片が 出土 した。

本住居址 は平安 時代 に位 置づ けで きる と思 われ る。

- 9 -

(小池政美 )
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第 6図  住 居址実測図 (上第 2号、下第 3号 )



第 2節 竪

第 1号竪 穴 (第 9図、図版 4)

第 1号竪 穴 は砂 礫 混 りの ロー ム層 中に

50Cm前後掘 り込 み 、構築 されて い る。

その平面 形 は東 西 に長軸 方向 を持 ち、

全般 的に長楕 円形 を呈 して いるが 、部分

的には幾分角 張 った一面 を も窺 うこ とが

で きる。 規模 は東 西辺約 2m20cm、 南 Jヒ

辺約 l m 9ocmを 測 る。壁 は全周 してお り

壁面は垂直 に近 くつ く られ 、 壁 高 は20cm

～40cmの 間 に含 まれ る。

床面は中央 よ り北寄 りは平 lEIで あるの

に対 し、南か ら中央部 にかけてなだ らか

なイ頃斜 を成 し、断面 は椀状 を示 してい る

わずか に踏 み 固め られ た形跡が認め られ

る。遺物 は関西 系 の土器 も混合 してい る

が大部分 は諸磯 の古 い時期 の もの であ り

したが って本竪 穴 は諸磯 期 の 古 いもので

第 7図  第 4号住居址実測図

g

穴

あろうと思われる。 (小池政美 )

第 2号竪穴 (第 9図 、図版 4)

第 2号竪穴は表土面より40cm程下った

砂礫混 りのローム層に掘 り込まれた竪穴

である。南北に長軸 を、東西に短軸 を指

し、その規模は前者は l m 60cm、 後者は

96cmで あ り、全体的なプランは不整楕円

形 とでも表現す るのが最 も適当であろう

さらに切 り込み面 より45c所呈下がった面

で、やや北西寄 りに円形状の竪穴が認め 第 8図 第 4号住 居址 カマ ド実測図

られ、その中は高低差によって 3つに分けることができる。ここで説明 し易 くする為に上段 と下段 という

仮名称 をつけてお く。上段では壁は全周 してお り、壁高は10cmを 示 し、垂直で、細礫は少な く、凹凸はわ

ずかに認め られた。床面はわずかなタタキになってお り、水平床を呈 している。

下段では壁は全周 してお り、壁高は10～ 30Cm程 を示 し、垂直で、細礫 を多 く含み、凹凸は顕著である。

床面はわずかなタタキになってお り、水平床 を呈 し、細礫が散乱 していた。覆土中より少量の炭化物 を検

出、竪穴の南側の石は花同岩で、その下に拳大程の緑泥岩が置いてあった。これは焼けてお り、周辺 より

ハリ
γ
１
０

B Q________― ――r_ユ
m
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諸磯 C式の土器 片が数 多 く出土 した。 (御子 柴泰正 )

第 3号竪穴 (9図 、図版 4)

第 3号竪穴は砂礫混 りのローム層 を約40cmほ ど掘 り込み、構築 されている。平面形は
'口

形 を呈 し、南北

に長軸方向を持 ち、その規模は長軸約 l m 35cm、 短軸 (東西 )約 l m locmを 測る。底部はわずかに踏みか

ため られた形跡が認め られる。

北壁は急傾斜 をなし、壁高は約50Cmを 計える。これに対 し南壁は壁画がほぼ垂直に、東壁は中段が設け

られて、それぞれ構築 されている。前者の壁高は約 60cm、 後者のそれは約45Cmを 測定できる。

床面はなだ らかな椀状 を呈 し、幾分凹凸が確認できた。覆土中より少量の炭化物は検出 されたが、遺物

は全 く出土 しなか った。 (福 沢幸一 )

0           1m

第 9図  竪穴実測図 (左上 第 l号 、右上 第 2号、左下第 3号、右下第 4号 )
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第 4号竪穴 (第 9図 、図版 4)

第 4号竪穴は砂礫混 りのローム層を掘 り込み、構築 された竪穴である。平面は円形、断面は円筒形 を呈

し、南北 lm程、東西 l m locm程 の規模 を有 している。壁 は全周 し、掘 り込み面が割合に平坦 な為に、壁

高 自体に も大差はな く、 凡そ30cm前後 を測矢こできる。重E直に近イ以し、面に細礫が露出 し、 そオ■が為にでこ

IFこ している。

床面はわずかなタタキになってお り、多少の凹凸を認める。また床面に密着あるいは埋没 している自然

石は本竪穴 と無関係であることを加 えて述べておきたい。覆土中より少量の炭化物 を検出 した。

遺物は諸磯期の古い方に属する土器片がかな りの量出土 した。第 3号住居址 と第 4号竪穴は接近 して、

発見 された遺構 であるが 、出土土器 よ り明 らか に時 間差が あ る と思 われ る。 (小 池政 美 )

第 5号竪穴 (第10図 、図版 4)

まず第一に遺構名に関 して考 えてみよう。竪穴 としては疑問点もあるが、適当な遺構名がないために、

あえて、これを使用させて もらいます。

第 5号竪穴は表土面か ら30cm位下ったローム層を掘 り込み構築された遺構 である。南北 l m 70cm、 東西

l m 85Cm程 の規模 を有 し、平面プランは北東隅がこぶ状に突出した不整円形 を呈 している。壁 は全周は じ

ているが、高い個所でも10Cm前後に過 ぎない。壁面はなだらかな内イ頃状 を呈 し、状態はあまり良 くない。

床面はローム層それ 自体 を丹念に踏み固めて築いた とみえて極めて良好であ り、わずかに凹凸が確認で

きた。竪穴のほぼ中央部に、南西か ら、東西に走 る袋状の ものが発見された。これはおそらく一種の段付

状の ものであると思われる

その理由 として、レベルを

みてみると、北イ員Jの は高 く

南側のは低 くなっている。

1ヒ 西隅に南 Jヒ 30cm、 東西30

cm程の平板状の花同岩 を芯

にして、 東側に列 ,大 に細 1礫

を敷 きつめてある。これ ら

はわずかに、火 を受けて変

色 し、少量の炭化物が附着

していた。遺物は灰釉陶器

の口縁部片が極めて多 く、

しか もそれは意識的に71■ 壊

した形跡がみ られた。火 を

伴なうこと、遺物の出土状

態などか らして祭ネL的 な可

能性が強い と思われる。

0            1m

ヽ

ヽ

＼

ャ
、

第 10図 第 5号竪穴実漫1図(小池政 美 )
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第 Ⅳ章 遺

第 1節 土    器

今回取 り扱 う土器 を、第 1群土器 (薄手指痕細線文土器 )、 第 2群土器 (文様が縄文で大部分 を占めて

いるもの)、 第 3群土器 (文様内容によるもの)に 大別 し、その中を特徴ある文様によって類に細別 して

観察 を加 えてみよう。

第 1群土器 (第 11図 (1～ 2))

いわゆる広義の木島式に属するものを第 1群土器 とする。色調は灰褐色を呈 し、焼成は極めてち密に製

作されている。おせんべ い式土器 と俗称 されているように厚 さは 3 mm～ 4 mm程度である。

第 2群土器  (第 11図 (3～ 41))

前述 した とお り文様は縄文が大部分 を占めているものを第 2群土器 とする。その中を縄文の施文方法 あ

るいは胎土等の特徴によって分類 してみると次のようになる。

A類  (3～ 8)

薄手式の範囲に属す るものをA類 とした。縄文は羽状 (3、 8)、 斜縄文 (4～ 7)がそれぞれ施 され

ている。細部 を着 目してみると爪形文 (3)、 刺突文 (4～ 5)、 ただし 5は 内面に施 されている)がみ

られる。色調は黒褐色 (3、 8)、 黄褐色 (4-5)、 赤褐色 (6～ 7)を呈 し、焼成は中位 で、どの破

片に もかな りの量の雲母 を含んでいる。

B類 (9～ 10)

羽状縄文で胎土に多量の雲母や繊維 を含んでいるものをB類 とした。色調は黒褐色 (9～ 10)、 茶褐色

(11)を呈 し、焼成は中位である。

C類  (12～ 20)

太 目 (12～ 16)、 細 目 (17～ 20)の斜縄文で、胎土に繊維 を含んでいるものをC類 とした。色調は黄褐

色 (21～ 22)、 黒褐色 (23)、 赤褐色 (24)を呈 し、胎土に雲母 を含み、焼成は普通である。

D類  (21～ 24)

縄文が くずれた状態で施 されたものをD類 とした。色調は黒褐色 (21～ 22)、 黒褐色 (23)、 赤褐色 (

24)を 呈 し、胎土に雲母 を含み、焼成は普通である。

E類  (25～ 27)

縄文地に 2～ 3本の低い隆帯 を横位に貼 り付け、さらにその上に縄文 を配 し、装飾的な意図が明 らかに

窺 えるものをE類 とした。25は拓影では明瞭ではないが、ところどころに隆帯の剥落 した音6分が認め られ

る。内面に無数の擦痕が横走 し、製作工程が判断できうる。色調は茶褐色 (25)、 黒褐色 (26～ 27)を 呈

し、胎土に微 量の雲母 を含み、焼成は良好である。

F類  (28～ 31)

結節の S宇状の綾絡文 が横位に走っているものをF類 とす る。色調は薄い茶褐色 を呈 し、胎土に微粒子

の長石 を含み、焼成は極めてかた く焼かれている。

-14-
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G類  (32～ 40)

器面全面に斜縄文が施 され、胎土に極めて多量の雲母 を含んでいるのをG類 とする。色調は黒褐色 (32

35～ 36)、 茶褐色 (33～ 34)、 黄褐色 (37～ 40)を呈 し、焼成は全般的に普通である。

第 3群土器  (第 12図 (1-35))

前述 した とお り文様内容によるものを第 3群土器 とする。

A類  (1～ 6)

二つの文様帯 より文様構成がなされ、胎土に多量の繊維 を含んでいるものをA類 とする。上部文様は波

状文、下部文様は斜糸電文がみ られるもの (1-2、 5)、 2に は波状文 を取 り囲むように して、上下に二

段ずつの刺突文が認め られる。 5は 2と 同一個体のように思われる。上部文様はループ文や コンパス文、

下部文様は沈線が数条横走 しているもの (3～ 4、 6)、 6は 4と 同一系統の ものと思われる。色調は灰

茶褐色 (1)、 黒褐色 (2、 5)、 茶褐色 (3～ 4、 6)を 呈 し、焼成は含有物が多い為 に極めて不良で

ある。

B類  (7)

比較的間隔のある爪形文が施 されているものをB類 とする。色調は黒褐色 を呈 し、胎土 にわずかに繊維

を含み、焼成は中位である。

C類  (8～ 9)

櫛状工具 による変形刺突文が施 されているものをC類 とす る。色調は黒褐色 (8)、 茶褐色 (9)を 呈

し、胎土に長石 を含み、内面はザラザラしている。

D類  (10～ 12)

竹管工具 による波状文 (11)、 刺突文 (10～ 12)の 極めて簡素な組み合せで構成 された文様が数条横走

し、他の部分には斜縄文が施 されているものをD類 とする。色調は茶褐色 (10)、 黒褐色 (11～ 12)を 呈

し、胎土に微量の繊維 と長石粒 を含み、内面には無数の擦痕が縦横無数に走っている。

E類  (13～ 14)

直線上あるいは弧線状に沈線 を連鎖 し、独特 な文様 を構成 し、いわゆる連弧状文や肋骨文などと呼ばれ

ているものをE類 とす る。13に は円形竹管文 を押捺 してある。色調は黒褐色 (13)、 赤褐色 (14)を 呈 し

胎土に多量の雲母、長石 を含み、焼成は良好である。

F類  (15～ 16)

斜縄文に円形竹管文 を押捺 してあるものをF類 とす るg色調は茶褐色 (15)、 黄褐色 (16)を 呈 し、

胎土に雲母 を含み、焼成は良好である。

G類  (17～ 21)

主たる文様が連続爪形文によって表現 されるものである。爪形文に混って、半円竹管文 (18)、 円形竹

管文 (21)、 刺突文 (19-21)を 加飾 して図案効果 を挙げているものをG類 とす る。色調は茶褐色 (17～

19、 21)、 黄褐色 (20)を 呈 し、胎土に長石 を含み、焼成は良好である。

H類  (22～ 27)

平行 沈線文 を主たる文様 としたものをH類 とす る。沈線文の中に意匠文 として刻 目 (23)、 地文 を縄文

(27)、 沈線 自体 を変化 させ たものを (22、 26)等がみられる。
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色調は黒褐色 (22、 26)、 黄褐色 (23-24)、 赤褐色 (25)、 茶褐色 (27)を 呈 し、どれ も胎土に長石

雲母 を含み、焼成は中位である。

1類 (28～ 30)

浮線文土器 を一括 して I類 とす る。色調は茶褐色 (28)、 黒褐色 (29)、 黄褐色 (30)を 呈 し、胎土に

雲母 を含み、焼成は中位である。

」類  (31～ 33)

集合条線や ボタン状突起が付け られているものを」類 とす る。色調は黒褐色 (31～ 32)、 茶褐色 (33)

を呈 し、胎土に長石粒 を含み、焼成は良好。

K類  (34～ 35)

斜縄文地に低 くてつぶれたような粘土紐 を貼 り付けたものをG類 とする。色調は赤褐色 (34)、 黄褐色

(35)を 呈 し、胎土に多くの雲母 を含み、焼成は中位である。              (小 池政美 )

第 2節  遺 構 内 出土 土器

土器説明を簡潔する為に表 をもって説明する。第13図 の内訳は (1～ 13)は 第 2号住居址、 (14～ 20)

は第 3号住居址 、 (21～ 29)は 第 1号竪穴、 (30～ 37)は 第 4号竪穴である。

図 版 番号 胎胎 土土↑票態 色 調 文様 の内容 図版 番号 土
保 存
メ大態 色 調 文様 の内容

■ 1■ を 多量 に
良 好 茶褐 色 組文、(補修孔 ) を含む 中 位 黒褐 色 沈 線

黒褐 色 組 文
長 石 を 少 量
含 む 良 好 白灰色 八形文

長 イfを 多itに
含 む 中位 茶褐 色 縄 文

雲 母 を 多 量
に 含 む 中 位 黒褐色

紐 文

内 面 に 擦 痕

」
=1サ

を 多 itiに

含 む
黒褐 色

組 文
*ri土 紐 貼 付

茶褐色 縄 文

5 良 好 刺突文 と縄文 黒褐 色 縄 文

6 茶褐 色 肋骨文 良 好 茶褐 色 縄文、刺突文

7 不 良 赤褐 色
組 文 、 沈 線 、

爪 形 文
〃 不 良 黒褐 色

縄 文 、 沈 線 、
刺 gた 文

反 7fを 多 量 に

含 む 良 好 八形文
長 石 を 多量 に
舗

中位 茶褐色
誕 文 、 沈 線 、
爪 形 文

長 7fを 少 量

含 む 黄褐 色 沈線、爪形文 〃 黒褐 色
紐 文 、 東U突文

黒褐 色 沈線、刺突文 〃 黄褐 色 沈 線

雲 母 を 多 量 に

含 む 中 位 沈線
雲 母 を 多 量 に
含 む 茶褐色 縄 文

長 不fを 少 量
含 む

赤褐 色 沈線 黒褐 色 組 文

粘土紐貼付 縄 文

良 好 灰 白色 無文 糸旺カ

長 石 、 繊 維 を
含 む 不 良 赤褐色 縄 文 赤褐色 紐 文

茶褐 色 組 文 紐 文

雲 母 、 長 石 、

繊 維 を 含 む 中位 黒褐 色 縄文、(補修7L) 組 文

雲 母 、 長 石 を

含 む

爪 形 文

内 面 に 擦 痕
組 文

雲 母 を 多 量 に

含 む
縄 文

第 2表  遺 構 内 出 土 土 器 一 覧 表
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第 3節 石

今回の発掘で石器に関 して注 目すべ き点は、黒耀石あるいはチ ャー トを石材 とす る石器が 1点 も出土 し

なかったことである。
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礫器  (第 14図 (1～ 2))

不定形礫器 と考 えられるもので、自然礫 を大 きく打ち欠いて、ところどころに自然面 を残 し、割 国の鋭

い稜 を刃部 として利用 している。石質はいずれ も硬砂岩である。

打製石斧  (第 14図 (3～ 6))

石斧の形態は撥形 と短冊形が大部分 をしめているが、なかには分銅形 もある。 (3～ 6)は撥形の石斧

で、打調 を加 えて佃l面 と刃部 を整形 してある。石質は砂岩 (3～ 4、 6)、 緑泥岩 (5)で あると思われ

る。

棒状石器  (第 14図 (7～ 8))

長楕円形状の河原石 を用い、周縁 または表裏両面 を形 よく整 えて、石器 としての機能 を充分に発揮 でき

るように工大 をこらしてある。 7の上部は欠損 している。 8の右周縁は両面に磨痕 を存 している。

石質は硬砂岩 (7～ 8)である。

敲石・磨石  (第 14図 (9～ 11))

敲石は (9)、 磨石は (10～ 11)であると思われる。敲石は楕円形状の河原石 を用い、上下両端 あるい

は周縁 を利用 しつ機能的役割 を果 している。石質は硬砂岩である。

磨石は部分的に磨痕が認め られ、形態は楕円形である。石質は硬砂岩である。

横刃型石器  (第 14図 (12～ 15))

刃音5が下端、あるいは横に付けてあるか らして、このような名称 をつけた。石質は硬砂岩である。

石皿  (第 14図 (16))

破損 している為に大 きさは不明であるが、完全であればおそらく楕円形 を呈 していると思われる。中央

の凹みは浅 目である。石質は花同岩である。                     (小 池政美 )

第 V章 所

西部 開発事 業 は、伊那市 、南箕輪村 、箕輪町 の三市町村が 、竜西地 区 を区画整理 し、大規模 農業 に転換

させ るこ とを目的 とし、国県の補助金 を受 け実施 した。

この開発事業 区内には数 多 くの埋蔵文 化財 包蔵地が あ り、 これ等埋蔵文化財 は本事業 の性 質上壊 滅 の状

況にあ るため 、県教育委員会 では関係地域 の埋蔵文化財 の分布 調査 を行 ない、それ相 当の指導 を行 ってい

る。

上 島遺跡 は、南信地方 に於 け る縄文前期 の重要 な遺 跡 として早 くか ら注 目されて きた遺跡 で あるの で、

伊那市教育 委員会 は広 く考古学 関係者 の意見 を求 め る とともに、詳細 な現地調査 を実施 した ところ、遺跡

地 の80%余が畑地 としてイ呆存 され るこ とが 明か になったため 、遺跡 の一部 と記録保存す るこ とに決定、前

述発掘経過 の ご とき日程 で調査 を実施 した。 その結果知 り得 た二 、三 の問題点 につ いて所見 を述べ参考 に

資 したい。

上伊 那発 見の組 文前期の遺跡。今迄上伊那郡下 で発見 され た縄文 前期 の出土地 点は50余箇所 に達 してい
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る。 その うち主 な遺跡 を掲 げ る と、

A.中 越 (宮 田 )。 上 島 (伊那 市 )。 丸 山(辰野 )。 中村 (平 出 )。 松 島 。上 の平 。北垣 外 (箕輪 町 )。 横 山 B(

駒 ヶ根 中沢 )。 中河原 (飯 島町 )・ 細 ケ谷 。百駄刈 (伊那市 )。 今 泉 (伊那市 )。 北大 出 (辰野 町 )― 羽場下 (駒 ケ

根市 )

B.丸 山 (辰野 )・ 福 沢洞・芦 沢東畑 。宮 ノ前 (伊那市 )。 角道 (箕輪 町 )。 辻 沢 ・横 前 (駒 ケ根 )。 御子柴 D

地点 (南 箕輪 村 )。 羽場下 (駒 ケ根市 )

C。 上 棚 ・長 岡南道 ・長 岡荒城 ・松 島神社西畑 (箕輪町 )。 三 ツ谷・神 戸 (辰野町 )・ カ ンゼ ン・ 月見松 ・

美すず ゴウ ジラ・富 県八人塚 。名廻 。細 ケ谷・百駄刈・山の根 ・唐木原 (伊那市 )。 中沢的場 ・横 山・下 曽倉小

林 。辻沢 ・羽場 下 (駒 ケ根 市 )・ 郷 子柴 D地点 (南箕輪村 )。 春 日平 (飯 島町 )・ 山寺 ・高尾 ・上 島下 (伊那市 )

これ等の 内一 部 の遺跡 は調査 したが 、大部分 の遺跡 は未調査 のため その性格 を知 るこ とが で きな い。

その うち調査 された中越遺跡 では50を 越 える縄文早期 ～前期 にわたる遺跡 として注 目に価 す る もので ,

近 く調査 報告 書 が刊行 され る予定 であ る。 そのほか辰野町丸 山遺跡 は,藤森栄 一 ・戸沢克則両 氏 の指導 に

よって調 査 され た遺跡 で、住居 l■が発見 され てい る。 出土遺物か らして関東 の黒浜式系統 の いわゆ る有尾

式 と諸磯 期 の初頭 を飾 る南大 原式 とが 出土す る遺跡 であ る。以上 が上伊那地方 で
｀
調査 され た遺跡 である。

・
遺 跡の立地 。上伊那地方 に於 け る縄文 前期遺跡 の立地 であ るが 、 まず 、宮 田村 中越遺跡 では 、小 田切 川

と大 沢川に狭 まれ た細長 い台地上 に所在す る遺跡 で、わ りあい平 jEl部 に属す る遺跡 であ る。辰野町丸 山遺

跡 は、天竜 川 と小野川 との合流点 の台地上 にあ る遺跡 であ る。両遺跡共 に河川に近 い段 丘上 に 占地 して い

る遺跡 で あ る。 まだ未調査遺跡 の立地 をみ る と、木 曽山脈 及び伊那 山脈 の 山麓添の台地 とか 、両 山脈 よ り

流れ出 る小河 川の段 丘上 とか或 はまた、湧水地付近 の平坦 な場所等伊那 谷特有 の地形 を巧 み に活用 しバ ラ

エ テー に富 んだ分布 状態 を示 してい る。今 回報告 す る上 島遺跡 は諏訪湖 に源 を発す る天竜 川 と、赤石 山脈

よ |)流れ いず る三峯 川 と木 曽山脈 に源 を発す る小黒 川 との合 流点 の段丘上 に所在す る遺跡 で、誠 に川に恵

まれ た と言 わ ざるを得 ない遺跡 であ る。

上 島遺 跡 の範 囲 は、天竜 川に添 った南北 に 200m、 小黒 川添 いでは東西 150m、 面積 3万平方 メー トル

にわた って分布 す る遺跡 であ る。今 回調査 され た位置 は遺跡地 を南北に走 る農道 よ り西側 で、発掘面積 は

約 2,000平 方 メー トルの小範 囲の調査 に とどまった。 ここで幸 といわなければ な らない こ とは本遺跡 の主

要部分 が畑地 として残 された とVヽ うこ とであ る。

遺構  本遺跡 発見の住居 l■ は、縄文前期 2軒、土 師 1軒 、灰釉 を伴 な う土師 の住居址 1軒。 そのほか竪

穴 5箇、 うち縄文前期諸磯期 で も古 い もの第 1・ 4号 、灰釉 を伴 な うもの第 5号、遺物 を出土 しない竪 穴

第 3号であ る。

縄文前期 の第 3号住居址 は、関東地方 の黒浜期 に対比すべ きもの と思 われ る もの であ る。 そのプ ランは

円形 4.1× 4.師 、中形 の大 きさであ る。炉址 は中央 に設け られ 、その形状 は長楕 円形 の凹 みのみ で他 の

施 設 は見受 け られない。

柱 穴は住居址 内に 3箇 発見 され たのみ で他 の 2柱穴 は住居址 外に出土 した。 この こ とは、宮坂英 弐氏の

言 う自然立木 を利用 したのでは ないか と言 う説 も考 え られな いで もないが 、上屋構造上竪 穴 外にはずれ て

も式 は近 ければ差 しつか えが無か った架構様式 であったか も知 れない。今す ぐ結論 を出す わけにはゆか な

いが , こ うした住居址 の柱 穴は数 多 く知 られてい るので今後 の研 究課題 としたい。
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第 2号住居址  本住居jlLも 諸磯期の古い時期の もので、そのプランは 4.5× 4.9の円形である。第 3号

イ主居址 より僅か大 きめ、 柱メヨま3ラヽ、 こオ■は第 31計σ)よ うに4主居クトに もイ可等痕ツトを言忍ダ)る ことがて「 きなか

った。このことは前述のような自然立木利用か特殊架構方式かによるものか、いずれ も特殊架構様式 を有

す るもの として注 目されるものである。炉址は中央やや北寄 り床面 を僅かに凹め、その周囲に 6箇の拳大

の自然石が認め られた。

第 1号住居址  隅丸方形 4.0× 5.Omの プランを有する竪穴式住居 l■L。 柱穴は 4本 、カマ ドは西壁に設

けられ石戯 ヒ土製、遺物は土師・須恵で奈良時代 と考 えられる。

第 4号住居址 隅丸方形 4.5× 3.9mの竪穴式住居址。柱穴は 4本 、カマ ドは両壁やや南寄 りに設けら

れ石組粘土 カマである。遺物は土師・須恵それに灰釉 を伴なう平安時代の住居址 と考えられる。

第 1号 竪穴 本竪穴は諸磯期の古い時期に対比す るものである。その大 きさは 2.2× 1.9m長楕円形 を

呈する竪穴である。内部は僅かに踏み固めてあるていどで内部施設はなにも認め られなかった。

第 4号竪穴 第 1号 と同 じ諸磯期の古い方に属す るもので、その大 きさは 1.1× 1.0の楕円形、床面は

僅かに叩かれている。

第 2号竪穴 不整円形 1.6× 0.9mの プランを有す る竪穴で、内部は上下三段に掘 り込 まれているとこ

ろは、上原遺跡 AⅢ トレンチ発見の竪穴に類似 している。

第 5号竪穴 大 きさ 1.7× 1.85mの 不 円形 のプ ランの竪穴。内部は第 2号竪穴に存 したよ うな段が設     ヽ

けられている。床面には平盤状の花同岩人頭大程の自然石 を芯に し、東西列状に細礫 を敷詰てある。 これ

等の施設が火を受 けているという事実 を記録者は、出土する灰釉陶器の口縁部破片が圧倒的に 多いという

現象は、或 る祭ネL的 な意味を有するのではないか と考えたようであるが、こうした例は今迄幸風告 されてい

ないので、今後の資料の増 をまつて考 えたい と思 う。

次に土器の問題 を考 えてみよう。

上島遺跡 出土土器 を通観 してみると、最初にこの地に居住 したものは縄文早期末葉か ら縄文前期初頭に

位置づけられている木島期か ら始 まる。続いて縄文前期前葉 (黒浜期 )か ら縄文前期終末 (大歳山期 )に

いたっている。時代はさらに下るが、奈良時代の土師器、須恵器、平安時代の灰釉陶器が出土 している。

報告書のスペースの関係で、後者の遺物は、今回、割愛させていただ き、後 日発表の機会 を持 ちたい と思

う。

第Ⅳ章、遺物で前述 したように出土土器の特徴によって 3群に大別 し、さらに、そのなかを第 2群土器

では 7類に、 第 3群土器では11類 に糸田分 した。

第 1群土器は静 岡県、南関東、長野県、愛知県にわたって分布 している俗称 (おせんべい土器 )、 学名、

木島式土器 と呼ばれているもの と思われる。 第 2群土器は縄文が主要文様 を構成 しているもの。

第 2群土器のA類は薄手、あるいは爪形文の特徴 より、関西地方、特に京都 を中心 とし瀬戸内海、近畿

中部地方に波及 している土器で北 白川下層でも古い方に属するであろう。

B類は羽状糸電文 、繊維混人等より関東の黒浜式に並行するもの と思われ,特に信濃に於いては有尾式 と

の関連 4生 を考 えてみる必要 1生がある。

C類は斜縄文、 D類は くずれた縄文で黒浜式に考 えてよかろう。

E類は隆帯 をつけたいわゆる浮隆文土器の一種で、編年か らすれば北 白川下層の新 しい方に位置づけで
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きうると思われる。

F類は S字状の綾絡文、 G類は斜縄文、多量の雲母混入により諸磯 A式、信濃に於ける南大原式に類似

すると考 えられる。

第 3群土器は文様内容によった ものを一 グループ とした ものである。

第 3群土器のA類は波状文、ループ文、コンパス文。 B類 は爪形文。 C類は変形刺突文。 D類 は波状文

や刺突文、胎土においては A tt B類。 D類 は繊維 を含んでいる。文様、胎土の二観点 よりA類か らD類 は

黒浜式 と思われる。

E類 は連弧文、肋骨文、 F類は円形竹管文。 G類は連続爪形文。 H類は平行沈線文等の文様は諸磯 A式

を特徴づける代表的な文様である。例外 として H類 の (22～ 23、 27)は有尾式の文様特徴 を含んでいる面

も窺 われる。

I類は浮線文土器で一見するに諸磯 B式 と決めつけてよかろう。

」類の集合条線や ボタン状突起は諸磯 C式 を裏付けできる必要十分な文様である。     し

K類 はつぶれた粘土紐貼 り付け文様 で、関西地方によ くみ られる大歳山の一種 と思われ る。

(友野良一 。小 池政美 )
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第 3号住居址
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第 1号竪穴
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第 2号竪穴

第 4号竪穴

第 5号竪穴
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